
１．はじめに

第三次AIブームには、今のところ衰える気配がない。ブー

ムに乗ったわけではないが、当社もAIに取り組んでいる。もっ

とも、当社での取組みはこれが初めてではない。第三次に先

立つ第二次ブームの頃、当社でもいろいろな取組みがなさ

れ、あるものは実用化され、あるものは外販用に商品化もされ

た。いつの間にかそれらは歴史の中に埋もれてしまったが、本

稿では、その頃の取組みをかいつまんで紹介し、往時を学ぶ

よすがにできればと思う。その前に、まずは昨年頃からの当社

の取組みについて述べておきたい。

２．今日のCACとAI

２．１感情認識ソフトウェア

当社のイノベーションカンパニーでは現在、AIを応用した

サービスの創出に取り組んでいる。その推進のため、グルー

プ内にコーポレートベンチャーファンドを設立し、スタートアップ

企業などへの出資も行っている。

そうしたもののひとつに、米国Affectiva社の感情認識ソフ

トウェアAffdexがある。

Affdexは、ウェブカメラなどを使って、ターゲット（消費者な

ど）の顔の筋肉の僅かな動きをリアルタイムに捉え、感情を

データ化し、分析することを可能にする。こうして得られたデー

タは世界各国でマーケティング、医療、販促活動、ゲームなど

さまざまな分野で既に利用されている。

Affectiva社は、MITメディアラボからスピンアウトして設立

され、世界の感情認識AI市場におけるリーディングカンパ

ニーとなっている。CACグループは２０１６年５月に同社に出資

し、同年７月に当社が日本国内初の販売代理店契約を締結

して同社のサービスとソフトウェアの販売を開始した。

現在、広告関連など関心を寄せてくださる企業に対して紹

介や活用可能性検証を進めているほか、画像処理やIoTなど

他の技術と組み合わせたソリューション開発も検討している。

２．２ IBM Watson

２０１６年８月、当社はIBM Watsonエコシステムプログラム

に参画し、テクノロジーパートナーに選定された。IBMは、

WatsonをAIとは呼んでいない。しかし、彼らがコグニティブ・

コンピューティングと定義するその世界は、大量のデータを収

集・処理し、仮説を立てて推論し、学習を繰り返して進化する

というものであり、それがもたらす効果は、現在人々がAIと聞

いてイメージするものに近い。そのため、AIとして扱われること

も多い。

そうした、AIか否かの議論にかかわらず、Watsonは実績

と将来性を兼ね備えた有力なテクノロジー・プラットフォームで

あり、当社の顧客にも大きな価値をもたらす可能性がある。そ

のため当社は、パートナーとして名乗りを上げ、自社の業務知

識とWatsonテクノロジーを組み合わせて、製薬企業などのビ

ジネス革新に貢献することを目指している。

２．３ IT運用自動化

先にあげた２つとは趣が異なるが、オートノミックテクノロ

ジーを活用し、業務の革新を図っている取組みにも触れた

い。それは、IT運用自動化ソリューション「AZAREA－

AUTONOMICS」である。これは、IPsoft社の提供する統合

IT運用管理プラットフォーム「IPcenter」を活用した運用自動

化ソリューションである。

IPcenterは、人間の専門家の意思決定能力をエミュレート

するエキスパートシステムを活用して、人手による運用の最小

化を支援する。当社では、IPcenterプラットフォームをSaaS形

式で顧客に提供し、運用コストと業務負荷の大幅軽減に役

立てていただく。自動化により、平均応答時間や平均修復時

間が短縮し、ヒューマンエラーがなくなるなど、サービス品質

の向上にも寄与する。
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エキスパートシステムは後述するように第二次AIブームの

立役者であったため、現代的な響きを感じさせないが、技術

は確実に進歩し、こうして現実に活用可能なツールとなってい

るものもある。

３．第二次AIブームの頃

３．１エキスパートシステムへの取組み

ここで話は１９８０年代に遡る。当時、AIは世界的に第二次

ブームを迎えていた。その立役者はエキスパートシステムで

あった。日本でも１９８２年に新世代コンピュータ開発機構

（ICOT）が設立され、第五世代コンピュータプロジェクトが開

始されるなど、AIは大きな盛り上がりを見せていた。

当社のAIへの取組みもこの頃に始まる。まずは、エンジニ

アがLispやPrologを習得したり、ロボットとAIの研究者で当

時、当社技術顧問のひとりであった金山裕氏（筑波大学、ス

タンフォード人工知能研究所を経て、カリフォルニア大学サン

タバーバラ校教授）にご指導いただいたりしていた。ナレッジ

エンジニア育成のために社内に研究会を発足させ、米バテ

ル記念研究所からAIの専門家を招いてセミナーを実施した

のもこの頃である。

当社での本格的な取組みは、生産技術研究室が１９８４年

にエキスパートシステムの研究を開始したことに始まる。１９８６

年１月には、AIを含む先端技術の応用研究を目的に技術研

究室が設置された。エキスパートシステムの適用分野として

は、まずは知的な業務処理システムが構想され、加えて、プロ

グラミング自動化やソフトウェア設計支援などソフトウェア開

発環境がターゲットとなった。

３．２研究対象は保守業務へ

その後、エキスパートシステムの研究は保守業務が主たる

対象となった。「ソフトウェア波及分析支援エキスパート・シス

テム」の開発、実用化はその成果のひとつである。このシステ

ムは１９８９年８月に「PLASMA」として製品化され、銀行系ソフ

トウェア会社などに販売された。プログラムソースやJCLなど

から現行システムに関する知識ベースを自動で構築して、保

守時の修正による影響の事前予測を可能とし、バグの発見・

診断もサポートできるものであった。

保守業務では、ニューラルネットワーク技術を用いた工数

見積りシステムの開発も行われた。ニューラルネットワークは、

脳の神経細胞を模した仕組みをコンピュータでつくると人間と

同じようなことができそうだというアイデアに基づくアルゴリズ

ムである。理論上は十分な予測精度があると目されたが、実

用化は進まなかった（今日では、当時のコンピュータの処理能

力が追い付かなかったのがその原因とされている）。後から

振り返れば、当社におけるAIへの注力は、この頃がひとつの

ピークであった。

３．３日本語の自然言語処理

一方でその頃、技術研究部門では自然言語処理への取

組みが進んでおり、１９８８年には日本語文書の索引作成・校

正支援システムを開発した。AI技術を応用したシステムであ

り、用語索引リスト作成、文体変換、用語一括修正、用語リス

ト比較などの機能を実装した。

その延長線上で１９９１年、ファジィ推論による重要語評価の

メカニズムを利用して日本語文章の抜粋を自動で行うシステ

ムを開発した。これらの取組みは、２０００年代前半のWeb全文

検索エンジン、自然言語データの類似度検索システムの開

発へと続いていった。

そうした長年の取組みを経て、ブログなど日時情報を持つ

テキストデータを対象に、リアルタイムに話題を計測する

「kizasiサーチエンジン」を開発し、２００６年に事業化するに

至った。その後、kizasi事業はグループのきざしカンパニーが

継承し、技術も同社に受け継がれている。

３．４第二次AIブームの終焉

自然言語処理分野での取組みは連綿と続いた一方で、

１９８０年代に目指した知的な業務処理システムは、当社では

見るべき成果は得られなかった。実は、ブームのさなかの１９８６

年、前述の金山氏は当社コミュニケーション誌上で「マージャ

ンをする人に“自分のアルゴリズムを流れ図の形に表現する

ことができますか？”とお尋ねしたい。（中略）ある仕事ができ

る、ということと、その仕事をするプログラムが書ける、ということ

の間には恐ろしいほどの隔たりがある」と指摘している１）。第一

線の研究者なればこそ、当時のAIの可能性と限界を冷静に

見極めていたのであろう。その見立て通りというべきか、第二
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次AIブームはブームで終わった。当社でも、ブームの終焉と

歩調を合わせるように、業務処理システムやソフトウェア開発

環境にAIを応用する試みは終息していった。

４．CACに求められること

再び話を現代に戻す。第二次ブームのときと比べると、ユー

ザーのAIへの期待は現在のほうがはるかに大きいと感じられ

る。人類最強棋士のひとりを破った囲碁AIのインパクトがよほ

ど大きかったのであろう。この出来事は、第三次AIブームを牽

引するディープラーニングの見事なデモンストレーションでも

あった。

ディープラーニングが何にでも適用できるわけではないし、

それだけがAI技術でもないが、それによってAI活用の機運

が高まっている今は、AIでビジネスや社会のイノベーションに

取り組むよい機会に違いない。そして、当社には、AI関連のそ

れぞれの技術の可能性と限界を冷静に見極めつつ、そのメ

リットを顧客とともに、顧客のために、最大限に引き出す取組み

が求められている。次号や次々号の小誌では、そうした事例

報告ができるはずである。

参考文献

１）金山裕「人工知能フィーバー雑感」、softFORUM、

June.'８６vol．２No．１

57




